
採
用
し
た
労
働
者
に
占
め
る
女
性
労

働
者
の
割
合

男
女
別
の
採
用
に
お
け
る
競
争
倍
率

労
働
者
に
占
め
る
女
性
労
働
者
の
割

合 係
長
級
に
あ
る
者
に
占
め
る
女
性
労

働
者
の
割
合

管
理
職
に
占
め
る
女
性
労
働
者
の
割

合 役
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

男
女
別
の
職
種
ま
た
は
雇
用
形
態
の

転
換
実
績

男
女
別
の
再
雇
用
ま
た
は
中
途
採
用

の
実
績

男
女
の
賃
金
の
差
異
（
※
3
0
1
人

以
上
の
企
業
は
必
須
）

男
女
の
平
均
継
続
勤
務
年
数
の
差
異

　
事
業
年
度
前
お
よ
び
そ
の
前
後
の

事
業
年
度
に
採
用
さ
れ
た
労
働
者
の

男
女
別
の
継
続
雇
用
割
合

男
女
別
の
育
児
休
業
取
得
率

労
働
者
の
一
月
当
た
り
の
平
均
残
業

時
間

雇
用
管
理
区
分
ご
と
の
労
働
者
の
一

月
当
た
り
の
平
均
残
業
時
間

有
給
休
暇
取
得
率

雇
用
管
理
区
分
ご
と
の
有
休
休
暇
取

得
率

集
計
組
合
数

情
報
公
表
項
目
（
複
数
選
択
）

公
表
項
目
な
し
（
対
象
で
は
な
い
）女性労働者に対する職業生活に関する機会の提供 職業生活と家庭生活との両立
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平均の情報公表項目数：7.1項目
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電機連合＠見える化通信 Vol.１５６（２０２４.１２） 「見える化通信」では、難しそうで見えづらい政策課題の中身を月に一回紹介します。

 

雇用の分野における女性活躍推進の方向性について議論が進められています。情報公表対象の拡大など

女性活躍推進法の改正動向にも注視が必要です。 

電機連合 政策部門 

日
本
の
女
性
活
躍
の
現
状 

  

 

人
口
減
少
に
よ
る
将
来
の
労
働
力
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
や
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
対
応
す
る
た
め
に
も
多
様
な
労
働
者
が

そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
活
躍
で
き
る
就

業
環
境
の
整
備
が
重
要
な
課
題
で
す
。
し
か
し
、

日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

１

は
、
１
４

６
ヵ
国
中
１
１
８
位
で
あ
り
、
政
治
、
経
済
分
野

に
お
い
て
依
然
と
し
て
男
女
格
差
が
あ
り
ま
す

（
図
表
１
）
。
管
理
職
等
に
占
め
る
女
性
の
割
合

も
、
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
国
際
的
に
は
低

い
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
一
層
の
女
性
の

活
躍
推
進
が
必
要
で
す
。 

１ 

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
２
０
２
４
年
公
表
。
経
済
、
政

治
、
教
育
、
健
康
の
４
分
野
に
つ
い
て
男
女
格
差
の
度
合

い
を
示
す
指
標 

        

 

 

女
性
の
活
躍
推
進
の
取
り
組
み
を
前
進
さ
せ

る
べ
く
10
年
の
時
限
法
と
し
て
２
０
１
６
年

か
ら
施
行
さ
れ
た
の
が
、「
女
性
の
職
業
生
活
に

お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
以
下
、
女

性
活
躍
推
進
法
）
」
で
す
。
こ
の
法
律
は
事
業
主

に
対
し
、
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
状
況
把
握
・
課

題
分
析
と
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
・
公

表
・
周
知
、
管
理
職
比
率
な
ど
女
性
の
活
躍
に
関

す
る
情
報
の
公
表
を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
そ

の
後
の
法
改
正
で
、
対
象
も
見
直
さ
れ
、
現
在
は

常
時
雇
用
す
る
労
働
者
１
０
１
人
以
上
の
事
業

主
は
、
一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
策
定
し
、
か
つ

女
性
活
躍
に
関
す
る
情
報
の
公
表
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

２
０
２
２
年
の
省
令
改
正
で
は
、
情
報
公
表

項
目
と
し
て
「
男
女
の
賃
金
の
差
異
」
が
追
加
さ

れ
、
３
０
１
人
以
上
の
事
業
主
に
対
し
て
情
報

公
表
と
状
況
の
把
握
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
の
電
機
連
合
調
査
で
は
、
公
表
対

象
で
な
い
加
盟
組
合
企
業
も
含
め
、
男
女
の
賃

金
の
差
異
に
つ
い
て
は
７
割
の
加
盟
組
合
企
業

が
公
表
し
て
お
り
、
そ
の
他
公
表
項
目
も
女
性

管
理
職
比
率
や
男
女
別
の
育
休
取
得
率
な
ど

16
項
目
中
、
平
均
７
．
１
項
目
を
公
表
し
て
い
ま

す
（
図
表
２
）
。
な
お
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
で

は
情
報
公
表
項
目
数
と
女
性
管
理
職
比
率
の
向

上
に
は
関
連
性
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

各
社
の
取
り
組
み
は
進
ん
で
い
る
も
の
の
、

就
業
継
続
に
関
す
る
課
題
や
男
女
の
賃
金
の
差

異
が
依
然
と
し
て
大
き
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
の
審
議
会
で
は
さ

ら
な
る
女
性
活
躍
の
推
進
の
た
め
、
女
性
活
躍

推
進
法
の
改
正
に
つ
い
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
回
の
改
正
案
で
は
、
女
性
活
躍
推
進

法
の
10
年
の
延
長
、
男
女
の
賃
金
の
差
異
の
情

報
公
表
の
対
象
を
１
０
１
人
以
上
の
事
業
主
に

拡
大
す
る
こ
と
、
女
性
管
理
職
比
率
の
公
表
義

務
化
、
女
性
の
健
康
支
援
に
対
す
る
「
え
る
ぼ
し

プ
ラ
ス
」（
仮
称
）
の
創
設
な
ど
が
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
電
機
連
合
で
は
、
将
来
的
に
は
男
女
の

賃
金
の
差
異
の
公
表
義
務
の
対
象
を
す
べ
て
の

企
業
と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
プ
ロ
セ
ス
を

評
価
す
る
し
く
み
の
導
入
な
ど
を
政
策
に
掲
げ

て
お
り
、
引
き
続
き
、
女
性
活
躍
推
進
の
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

              

女
性
活
躍
推
進
法
の
施
行 

省
令
改
正
に
よ
る
男
女
の
賃
金
の 

差
異
を
公
表 

さ
ら
な
る
女
性
活
躍
推
進
の
た
め 

法
改
正
の
検
討 

■図表２ 電機連合加盟組合企業における情報公表項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料出所：電機連合「ポジティブ・アクション実態調査」（2024 年） 

■図表１ ジェンダーギャップ 
指数ランキング（2024年） 

 

順順位位 国国名名 値値

11 アアイイススラランンドド 00..993355

22 フフィィンンラランンドド 00..887755

33 ノノルルウウェェーー 00..887755

44 ニニュューージジーーラランンドド 00..883355

55 ススウウェェーーデデンン 00..881166

77 ドドイイツツ 00..881100

1144 英英国国 00..778899

2222 フフラランンスス 00..778811

3366 カカナナダダ 00..776611

4433 アアメメリリカカ 00..774477

8877 イイタタリリアア 00..770033

9944 韓韓国国 00..669966

110066 中中国国 00..668844

111177 ネネパパーールル 00..666644

111188 日日本本 00..666633

111199 ココモモロロ 00..666633


